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一関臨スタート

最
近
は
¥
技
術
革
新
の
進
歩
や
国

際
化
の
進
展
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
¥
め
ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど
に
社
会

的
変
化
が
速
ま
り
¥
こ
れ
に
即
応
す

る
だ
め
に
は
¥
絶
え
ず
新
し
い
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
る
必
要
に
追
ぎ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ぎ
定
一
方
¥
余
暇
の
時
代
¥
或
い

は
人
生
八
十
年
時
代
と
い
う
高
齢
化

の
社
会
¥
に
向
け
て
の
対
応
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
き
、
「
生
涯
学
習
L

へ
の
取
り
組
み
ガ
必
要
と
な
っ
て
く

る
わ
け
で
す
。

こ
の
生
涯
学
留
は
、
自
発
的
な
意

士
山
さ
え
あ
れ
ば
¥
だ
れ
に
で
も
身
近

な
と
こ
ろ
で
始
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
¥
公
民
館
な
ど
で
の
学
級

や
講
震
¥
テ
レ
ビ
な
ど
の
教
育
講
産
¥

大
学
で
の
公
開
講
座
な
ど
で
¥
臣
分

の
学
び
だ
い
も
の
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
み
る
こ
と
で
す
。

田
で
は
¥
平
成
2
年
度
の
公
民
館

講
座
と
し
て
¥
竹
講
座
に
わ
た
る
講

座
生
そ
遺
巴
募
集
し
ま
し
だ
ガ
¥
約

二
八
O
名
の
方
々
が
こ
れ
に
昭
商
持
さ

れ
ま
し
だ
。

去
る
6
月
口
日
に
は
¥
午
後

7
時

か
ら
そ
の
合
同
開
講
式
ガ
行
な
わ
れ
¥

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
だ
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
¥
各
講
座
と

も
熱
山
な
取
り
組
み
を
み
せ
、
ロ
数

そ
重
ね
る
ご
と
に
学
習
態
欲
の
-
高
ま

り
を
毘
せ
て
い
ま
す
。
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二審れい毒事鮪づく的

身遊説環境鵠

私語のそ子で守りましょう

t~ 

私
た
ち
の
住
む
町
を
、
私
達
ひ
と
り

ひ
と
り
の
手
で
き
れ
い
に
し
、
清
潔
で

明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
既

に
、
恒
例
と
な
っ
た
釘
民
挙
げ
て
の
大

掃
除
が
、
今
年
も
去
る
6
月
口
日
(
磯

浜
東
地
底
)
-
M
臼
(
磯
浜
西
地
一
区
)
・

7
月
1
臼
(
大
賞
・
夏
海
地
区
)
の

3

らあ

「
人
生
別
年
時
代
」
と
い
わ
れ
る

今
回
、
長
く
な
っ
た
老
後
の
生
活
設

計
を
立
て
る
場
合
、
定
期
的
で
確
実

な
収
入
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
年
金
L

は
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す。

岡
山
間
四
回

昭
和
白
年
4
月
か
ら
基
礎
年
金
制

度
が
導
入
さ
れ
、
農
林
漁
業
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
自
営
業
者
の
方
と
、

そ
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
、
そ
し
て

サ
ラ
リ

i
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
加
歳
か

ら
も
れ
な
く
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
外
国
に
お
住
ま
い
の
日
本

人
や
印
歳
未
満
で
も
厚
生
年
金
や
共

お

。
自
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う

却
歳
か
ら
印
歳
ま
で

全
員
が
加
入
者
で
す

お平成2年8月5日

日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
奉

仕
に
よ
り
、
町
内
の
道
路
、
測
溝
、
公

箇
等
が
隅
々
ま
で
清
掃
さ
れ
、
こ
の
3

日
間
で
処
還
さ
れ
た
汚
泥
・
ゴ
ミ
等
は

2
ト
ン
ダ
ン
プ
一
八

O
台
の
量
に
も

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洗
海
岸
か
ら
前
原
住
宅
下

ま
で
の
海
岸
線
の
窓
き
缶
回
収
作
業
も

行
な
わ
れ
、
ゴ
ミ
袋
一
一
一
一
二

O
袋
の
回
収

成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
何
時
も
考
、
え
き
せ

ら
れ
る
の
は
、
日
本
人
の
環
境
美
化
に

対
す
る
認
識
不
足
で
す
。
平
気
で
走
行

中
の
士
阜
の
窓
か
ら
空
き
缶
等
を
ポ
イ
拾

し
た
り
、
駐
停
車
中
に
ド
ア
を
開
け
て

路
上
に
放
霞
し
た
り
、
常
識
で
は
一
寸

考
え
ら
れ
な
い
行
為
で
す
。
何
故
、
近

く
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
し
ょ
う
か
、
嘆
か
わ
し
い
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
、
せ
め
て
地
域
の
住
民

だ
け
で
も
「
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
い
う
習
慣
が
各
地
域
で
根
付
け

ば
環
境
も
い
ち
だ
ん
と
美
化
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
、
っ
。

今
年
も
、
建
設
業
会
、
管
工
事
組
合
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
く
ら
し
の
会
の

大
勢
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

H 
3盤@
騒い

去
る
7
月
4
日
、
午
後
2
時
か
ら
大

洗
文
化
セ
ン
タ

i
大
ホ

l
ル
で
、
約
制

名
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
集
し
、
大
洗

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
設
立
総

済
組
合
の
老
齢
(
退
職
)
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
任
意
加
入
(
希
望
す

れ
ば
加
入
で
き
る
)
に
な
っ
て
い
ま

す。
昼
間
部
の
学
生
さ
ん
(
加
歳
以
上
)

は
、
現
夜
は
任
意
加
入
で
す
が
、
一
平

成
3
年
4
月
か
ら
は
強
制
加
入
に
変

わ
り
ま
す
。

一
あ
な
た
だ
け
仲
間
は
ず
れ
に
一

一

な

ら

な

い

よ

う

に

一

却
歳
以
上

ω歳
未
満
切
方
(
特
に
、

最
近
却
歳
に
な
っ
た
方
や
会
社
を
退

職
し
て
厚
生
年
金
等
を
や
め
た
方
)

で
国
民
年
金
に
未
加
入
の
方
は
、
す

み
や
か
に
役
場
年
金
係
で
加
入
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
の

方
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
す
れ
ば
自
動
的
に
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
す
の
で
新
た
な
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

会
果
関
陶
工
会
構
年
部
軟
式
野
隷
す

大
競
ヰ
ノ

i
ム
8
間
関
に
遊
転

去
る
7
月
3
日
、
町
総
合
運
動
公
関

グ
ラ
ン
ド
で
、
第
辺
国
茨
城
県
商
工
会

青
年
部
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
大
洗
商
工
会
チ
ー
ム
は

1
・
2
回
戦
と
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で

古
豪
岩
間
商
工
会
チ

i
ム
と
対
決
、

8

回
に
2
点
を
た
た
き
出
し
逆
転
、

3
対

2
の
ス
コ
ア
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
き

め
、
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。な

お
、

M
V
P
に
は
増
田
昌
信
投
手

(
大
洗
町
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

期襲撃語解

事響て襲撃凶韓関圏整多数襲撃

戴麟ぐ番みで

?ト饗
議議し諮

去
る
7
月
8
日
、
町
農
協
、
主
催
の
第

日
聞
大
洗
町
農
協
杯
組
合
員
親
善
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
町
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
組
合
異
相
互
の
親
睦
を
図
る

た
め
、
各
地
区
対
抗
で
行
な
わ
れ
て
い 挙会

設
立
番
れ
る

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
(
明

治
幻
年
)
が
制
定
さ
れ
、
近
代
的
選
挙

制
度
が
あ
ゆ
み
は
じ
め
て
か
ら
、
丁
度

問
周
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
@
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
現
、
。
選
挙
の
公
正
確

保
、
を
め
ざ
し
て
公
職
選
挙
法
も
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
当
町
で

も
、
日
月
の
町
長
選
挙
、
ロ
月
の
県
議

会
議
員
選
挙
を
ひ
か
え
て
い
ま
す
が
、

こ
の
際
、
町
民
に
広
く
呼
び
か
け
、
公

明
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明

る
い
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
釘
内
四

の
婦
人
団
体
等
が
母
体
と
な
り
、
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
の
設
立
準
備
会
が

4
月
幻
自
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、

6
月
1
日
の
同
会
理
事
会

で
会
則
、
役
員
の
選
出
等
が
協
議
さ

呈

2
2
2
H吉
宗

る
も
の
で
、
今
回
で
日
間
を
数
え
、
農
協

の
年
中
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
場
チ
!
ム
は
9
チ
l
ム
、
参
加
者

は
応
援
団
を
含
め
て
約
3
5
0
名
、
皆

さ
ん
が
一
つ
に
と
け
合
い
、
文
字
ど
お

り
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
む
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

O
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
位

矢

場

チ

l
ム

第
2
位

上

宿

チ

i
ム

第
3
位

農

協

チ

l
ム

れ
、
設
立
総
会
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。総

会
は
、
設
立
、
平
吉
尽
の
説
明
に
始
ま

り
、
会
長
・
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

会
則
を
全
員
の
賛
同
を
得
て
決
定
、
日

月
と
ロ
月
の
選
挙
に
向
け
て
公
明
選
挙

の
決
意
表
明
を
行
な
い
閉
会
し
ま
し
た
。

住
弐
サ
イ
ド
か
ら
盛
り
上
り
を
み
せ

た
こ
の
運
動
の
輪
が
、
町
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止

み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
閉
会
後
講
演
会
に
う
つ
り
、

NHKニュースキャスター

吉村秀実さん

「
テ
レ
ビ
ニ
ュ

i
ス
の
裏
表
」
と
題
し

て、

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の

吉
村
秀
実
さ
ん
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
吉
村
さ
ん
は
、
一
見
は
な
や
か
そ

う
に
み
え
る
マ
ス
コ
ミ
の
内
情
や
苦
労

話
な
ど
裏
話
を
、
一
線
記
者
と
し
て
取

材
活
動
を
と
お
し
て
の
体
験
談
を
、
と

き
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
さ

れ
、
拍
手
を
浴
ぴ
て
い
ま
し
た
。

大菰野選挙管

理委員会委員

過
日
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の

小
泊
誠
氏
か
ら
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
退
職
の
申
し
出
が
あ
り
、
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
の
新
委
員
に
は
、
補
充
口
貝

の
中
か
ら
大
貫
寛
彦
氏
(
神
山
町
二
O
五

こ
が
選
任
さ
れ
、
後
任
委
員
長
に
は

石
橋
栄
三
郎
氏
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

O
選
挙
管
理
委
員
会
の
構
成

委
員
長
石
橋
栄
三
郎
氏

委
員
長
代
理
篠
原
耕
造
氏

委

員

大

貫

政

男

氏

委
員
大
貫
寛
彦
氏
(
残
任
期
間
)

梅
南
索
、
し
輪
禍
の
辻
の
供
へ
花

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
十
字
路
の
片
隅
に
花
や
缶
が

供
え
て
あ
る
。
又
交
通
事
故
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
寒
々
と
し
た
梅
雨
空
の

下
、
濡
れ
て
色
槌
せ
た
供
華
も
ま
た
、

お
お
め
ら
し
い

後

藤

亀

泉

選

一
分
校
の
教
師
櫛
夫
妻
鮎
を
釣
る

髭

釜

稲

田

宮

田

穂

子
〔
評
〕
御
夫
妻
で
鮎
を
釣
っ
て
い
る
。

一
開
け
ば
共
に
近
く
の
分
校
の
先
生
で

上
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
夫
妻
で
山
間
の

一
分
校
を
守
り
、
休
日
に
は
一
緒
に
鮎

一
を
釣
っ
て
楽
し
ん
で
居
ら
れ
る
。

チ
ン
チ
ン
電
車
あ
り
し
は
昔
蛇
慈

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
わ
が
町
の
家
並
を
縫
う
よ
う

に
し
て
、
品
目
小
さ
な
電
車
が
走
っ
て

い
た
。
発
車
に
チ
ン
チ
ン
と
鐘
を
鳴

ら
し
、
カ
ー
ブ
で
は
チ
ン
チ
ン
と
警

」
鐘
を
打
っ
て
走
っ
た
。
夏
、
レ
ー
ル

一
に
は
真
赤
な
蛇
常
時
が
群
生
し
て
い
た

一
も
の
だ
が
、
今
、
そ
の
辺
り
に
赤
い

一
笑
を
見
つ
け
る
と
、
チ
ン
チ
ン
と
い

一
う
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
。

旅
終
え
て
く
つ
ろ
ぐ
庭
の
草
茂
る

明

神

町

自

国

一

郎

〔
評
〕
旅
装
を
税
ぎ
す
て
て
縁
側
に

く
つ
ろ
ぐ
。
留
守
の
間
に
伸
び
た
庭む

し

草
を
眺
め
な
が
ら
、
明
日
に
で
も
迄

っ
て
や
ら
ね
ば
と
思
う
。
旅
心
か
ら

日
常
心
へ
の
推
移
で
あ
る
。

身
を
か
が
め
畿
袋
の
花
覗
く

明
神
町
小
松
崎
美
代

(
評
〕
釣
鐘
草
、
提
灯
花
、
と
も
一
言

わ
れ
る
こ
の
花
は
、
地
に
近
々
と
肱
聞

き
咲
く
の
で
あ
る
。
小
腰
を
か
が
め

て
賞
で
る
花
で
あ
ろ
、
っ
。

寒
々
と
し
て
傷
ま
し
い
。

い
し
必

薫
風
や
碑
の
詩
を
合
吟
す

明
神
町
小
松
崎
十
吉

〔
評
〕
葉
風
の
中
、
一
詩
碑
あ
り
、

以
っ
て
吟
ぜ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
で
あ

ろ
う
。
合
吟
高
唱
し
て
、
意
、
一
大
に

至
る
。
か
。
薫
風
は
万
緑
を
吹
き
渡

る
風
で
あ
る
。

岬
{
宮
闘
に
草
季
合
宿
の
申
込
み

明

神

町

田

中

勝

枝

〔
評
〕
岬
に
鎮
座
ま
し
ま
す
は
監
薬

の
神
で
あ
る
。
涼
し
い
{
自
の
道
場
に

夏
季
合
指
を
し
て
心
身
を
鍛
錬
し
よ

う
と
す
る
申
込
が
相
つ
ぎ
、
今
年
も

忙
し
い
夏
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

変
刈
の
汗
も
ろ
と
も
に
束
ね
を
り

磯

浜

村

沢

み

ち

を

演
奏
の
続
き
を
り
汗
光
り
を
り

新

町

岸

和

問

和

子

長
生
き
の
母
に
一
家
状
枇
杷
熱
る
る

磯

浜

浅

見

道

子

梅
雨
の
海
見
渡
す
巣
の
傾
け
り

磯

浜

浅

見

誠

箆
句
、
中
ほ
ど
車
両
梅
を
椀
ぎ
に
け
り

祝

町

今

川

う

め

釣
忍
軒
に
懸
け
あ
る
タ
前
か
な

祝

町

今

川

開
成

庖
先
の
織
の
乾
く
梅
雨
晴
間

磯

浜

桜

井

き

か

え

青
か
れ
て
独
り
飲
む
潟
冷
奴

大

賞

間

山

佳

男

万
緑
を
映
し
流
る
る
最
上
川

東

光

台

大

川

た

か

お
地
蔵
の
頭
巾
の
赤
し
木
下
関

角

一

前

原

青

嵐
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も百

去
る
、

7
同
月

1
日
(
日
)
和
船
「
チ
ャ

ラ
セ
号
」
が
、
那
珂
川
上
流
水
戸
市
園

田
町
よ
り
大
洗
町
海
門
橋
下
ま
で
約
加

切
の
川
下
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
船
は
、
北
海
道
呂
高
支
庁
一
平
取

町
(
ぴ
ら
と
り
ま
ち
)
ニ
風
谷
(
に
ぶ

だ
に
)
に
あ
る
「
ア
イ
ヌ
文
化
資
料
館
」

に
展
示
す
る
た
め
、
愛
知
県
江
南
市
で

作
ら
れ
、
「
チ
ャ
ラ
セ
の
会
」
の
会
員

の
手
に
よ
り
木
曽
川
・
隅
白
川
・
多
摩

川
等
各
地
の
主
要
河
川
で
川
下
り
を
楽

し
み
な
が
ら
北
上
し
、
自
的
地
ま
で
運

ぶ
も
の
で
、
茨
城
県
で
は
那
時
川
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

らあおお(3)第224号

さ
っ
き
靖
れ
と
な
っ
た
去
る
6
月
詑

日
に
、
町
恒
例
の
町
内
会
長
・
区
長
・

納
税
組
合
長
合
同
町
政
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
趣
向
を
変
え
て
、
昨
年
の
秋

に
オ
ー
プ
ン
し
話
題
と
な
っ
て
い
る
、

千
葉
県
の
幕
張
メ
ツ
セ
の
視
察
を
兼
ね

て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
町
内
会
長
・
臣
長
・
納

税
組
合
一
設
さ
ん
ら
問
名
に
、
竹
内
町
長
、

町
議
員
、
執
行
部
関
係
各
課
の
職
員
等

約
捌
名
で
、
パ
ス
5
台
に
分
乗
し
て
午

前
7
時
に
大
洗
町
を
出
発
し
ま
し
た
。

パ
ス
の
中
で
は
、
竹
内
町
長
と
和
国

議
長
が
各
パ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
皆
さ
ん

と
懇
談
し

g
的
地
に
向
い
ま
し
た
。

カ
ラ
入
梅
ぎ
み
の
今
年
、
特
に
こ
の

日
は
夏
の
強
い
日
差
し
と
な
り
ま
し
た

「
チ
ャ
ラ
セ
」
と
い
う
掛
名
は
、
ア

イ
ヌ
語
で
H

速
く
す
べ
る
も
の
。
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
マ
キ
・
ヒ
ノ
キ
の
忽

の
部
分
だ
け
を
使
っ
て
製
作
さ
れ
た
長

さ
約
日

m
、
幅
約
1
・
2
m
の
手
こ
ぎ

和
船
で
す
。
今
国
は
、
チ
ャ
ラ
セ
茨
城

の
会
メ
ン
バ
ー
別
名
に
よ
る
川
下
り
で

し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
古
代
ロ

マ
ン
を
求
め
て
、
小
さ
な
関
険
を
満
喫

し
、
楽
し
い

1
8
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
「
チ
ャ
ラ
セ
号
」
は
大
洗
マ

リ
ン
タ
ワ

l
ロ
ビ

l
へ
展
示
後
、
次
の

阿
国
的
地
で
あ
る
一
積
島
県
阿
武
隈
川
へ

7

月
6
E
に
移
動
さ
れ
ま
し
た
。

月
拐
の
生

去
る
、

7
月
比
呂
(
土
)
大
洗
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ

i
ル
で
、
大
洗
町
音
楽
協

会
主
催
に
よ
る
第
1
田
町
民
歌
謡
曲
の

ど
自
慢
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高
校
生
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ま
で
エ

ン
ト
リ
i
さ
れ
た
総
勢
別
名
の
皆
さ
ん

が
、
日
頃
鍛
、
え
た
の
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。
パ
ッ
ク
は
秋
元
敬
一
と
O
M
A
ス

ペ
シ
ャ
ル
の
生
演
奏
、
観
客
は
大
ホ
ー

ル
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
超
満
員
、
出
演

者
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
の
ス
テ
ー

ジ
衣
装
に
身
を
つ
つ
み
、
贈
ら
れ
た
花

束
を
胸
に
、
ス
タ

i
気
分
も
よ
ろ
し
く

熱
唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

葬
儀
mw
龍一一一機化

今
年
は
先
進
地
察
と

時

政

懇

談

会

町
内
会
長
@
夜
一
長
@
納
税
組
合
長
合
同
町
政
懇
談
会

が
、
売
す
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
巨
大
な
イ

ベ
ン
ト
ホ

l
ル
を
見
学
し
、
次
い
で
船

橋
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
-
ラ
ラ

ポ
!
ト
で
の
昼
食
の
あ
と
、
会
議
に
入

り
、
昨
年
か
ら
の
検
討
事
項
で
あ
る

「
葬
儀
の
簡
素
化
」
に
つ
い
て
、
代
表

者
会
議
で
審
議
決
定
さ
れ
た
別
掲
(
案
)

を
説
明
し
、
出
席
者
の
賛
同
を
得
ま
し

ま
た
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の

結
成
に
当
つ
て
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。会

議
後
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

み
、
江
戸
川
区
に
あ
る
都
立
葛
西
臨
海

水
族
閣
を
見
学
し
帰
町
し
ま
し
た
。

ご
参
加
の
皆
さ
ん
一
日
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

一
、
通
夜
法
要
に
つ
い
て
(
一
部
変

更
)

M
W
通
夜
法
要
は
近
殺
者
で
行
な
い
、

一
般
は
焼
香
の
み
と
す
る
。

ω焼
香
者
に
対
す
る
茶
菓
子
は
制

円
以
内
と
す
る
o

M
M
通
夜
手
伝
い
は
午
後
9
時
以
内

と
す
る
。

二
、
花
輪
、
生
花
に
つ
い
て
(
現
行
)

的
花
輪
は
兄
弟
又
は
子
供
で
2
基

以
内
と
す
る
。

仰
生
花
は
兄
弟
又
は
子
供
で
1
対

以
内
と
す
る
。

付
花
輪
代
、
生
花
代
の
は
り
紙
は

一
切
し
な
い
。

な
お
、
中
川
三
江
さ
ん
、
高
世
幸
明

き
ん
、
コ
ー
ル
さ
ざ
な
み
の
み
な
さ
ん

も
特
別
出
演
さ
れ
、
錦
上
花
を
添
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。

審
変
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
秀
賞
閉
山
久
子
(
寺
釜
2
医
)

M
H

小
田
部
紋
(
髭
釜
1
区
)

荻
沼
肱
性
(
寺
釜
口
区
)

星
野
美
紀
(
上
宿
2
区
)

小
松
崎
勝
(
永
町
口
区
)

大
川
重
夫
(
汐
見
ヶ
丘
)

/1 /1 第/1
賞

本代
去
る
6
月
却
日
、
ネ
パ

I
ル
赤
十
字

社
の
職
員
が
、
竹
内
町
長
を
表
敬
の
た

め
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
は
ベ
ル
・
パ
ハ
ド
l
ル
・
タ

パ
(
持
)
き
ん
で
、
ネ
パ

i
ル
飲
料
水
供

一
一
一
、
供
物
に
つ
い
て
(
一
部
変
更
)

肘
供
物
は
近
親
者
の
み
と
し
、
花
輪

に
類
す
る
も
の
は
一
切
ひ
か
え
る

こ
と
。

ω供
物
代
と
し
て
は
受
け
る
が
、
は

り
紙
は
一
一
切
し
な
い
。

四
、
香
典
の
お
返
し
に
つ
い
て
(
現
行
)

M
W
香
典
返
し
は
手
拭
タ
オ
ル
1
本
の

み
と
す
る
。

仰
礼
状
は
タ
オ
ル
の
包
装
紙
に
印
刷

す
る
の
み
と
す
る
。

五
、
お
手
伝
中
へ
に
つ
い
て
(
現
行
)

M
W
当
家
か
ら
の
金
銭
、
物
品
は
一
一
切

受
け
な
い
。

的
親
族
か
ら
の
物
口
問
(
行
器
を
含
む
)

は
一
切
受
け
な
い
。

助
金
銭
の
は
り
紙
は
一
切
し
な
い
。

六
、
祭
壇
等
に
つ
い
て
(
現
行
)

給
事
業
を
共
同
で
行
っ
て
い
る
日
赤
北

関
東
の
千
葉
支
部
(
茨
城
・
栃
木
・
群

馬
・
埼
玉
)
が
招
い
た
も
の
で
、
日
本

の
赤
十
字
社
の
組
織
や
事
業
の
内
容
等

を
学
び
な
が
ら
、
両
国
赤
十
字
社
の
友

好
関
係
の
強
化
を
困
る
こ
と
が
訪
日
の

目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
洗
町
で
は
、
臼
赤
県
支
部
職
員
や

通
訳
と
共
に
、
こ
ど
も
の
城
に
4
日
間

滞
在
し
、
学
習
の
傍
ら
町
の
主
要
施
設

の
視
察
や
、

J
R
C
(
日
本
赤
十
字
)

に
加
入
し
て
い
る
土
問
中
学
校
と
大
洗
高

校
を
訪
問
、
そ
の
最
終
日
に
町
を
訪
れ

た
わ
け
で
す
。

ベ
ル
さ
ん
は
、
国
で
は
飲
料
水
供
給

保
健
衛
生
事
業
を
担
当
し
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
日
本
語
も
大
変
上
手
で
、
ネ

パ
I
ル
の
こ
と
、
飲
料
水
、
教
育
、
食

M
W
祭
壇
は
3
段
以
下
と
す
る
。

ω木
碑
は
5
寸
以
下
と
す
る
。

ωw葬
具
料
の
明
細
書
を
帳
場
に
お

い
て
受
墾
9
る
こ
と
。

七
、
そ
の
他
(
現
行
)

肘
お
ひ
ら
、
お
つ
ぼ
は
一
切
廃
止

す
る
こ
と
。

川

w忌
中
払
は
で
き
る
限
り
簡
素
に

す
る
こ
と
。

付
葬
儀
の
通
知
は
町
外
の
場
合
電

話
通
知
と
し
、
そ
の
後
に
通
知

状
を
郵
送
す
る
こ
と
。

同
当
分
の
問
、
儲
同
素
化
の
趣
旨
大

要
を
役
場
で
印
刷
し
、
死
亡
届

の
際
に
住
民
課
窓
口
で
交
付
す

る
。
こ
れ
を
帳
場
が
会
葬
者
の

見
易
い
場
所
に
貼
っ
て
お
く
こ

と

べ
物
の
こ
と
な
ど
を
中
心
に
、
終
始
な

こ
や
か
に
話
し
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

別
れ
際
に
、
竹
内
町
長
か
ら
「
扇
子

や
ダ
ル
マ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
」
等
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

大
洗
町
滞
在
中
の
研
修
や
視
察
は
、

彼
に
と
っ
て
き
っ
と
楽
し
い
思
い
出
と

し
て
、
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

鑑
時

開

一
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
i
台

(
8
万
2
千
円
相
当
)

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会

長

山

崎

正

殿

磯
浜
小
学
校
教
材
に

一
、
金
4
一
回
加
万
円
也

磯
浜
町
2
6
6
1
の
5

薄

井

英

雄

殿

一
般
公
共
事
業
に

一
、
金
2
千
万
円
也

大
洗
カ
ン
ツ
リ
l
倶
楽
部

代
表
土
口
山
博
士
日
殿

運
動
公
開
建
設
事
業
に

一
、
金
叩
万
円
也

大
賞
町
3
8
2

渡

辺

菊

男

殿

福
祉
事
業
に

一
、
庭
石
(
筑
波
大
石
)

(
羽
万
円
相
当
)

大
貫
釘
1
2
0
7
の
日

酒

井

芳

秋

殿

夏
海
小
学
校
環
境
整
備
に

一
、
ス
ト
ロ
ボ
一
式

(
4
万
8
子
円
相
当
)

磯
浜
町
2
4
1
2
(
パ

l
辻
堂
具
庖
)

稲
沢
利
貞
殿

広
報
活
動
に

一
、
観
葉
植
物

(
2
万
円
相
当
)

水
戸
市
一
冗
吉
田
3
1
5
の
3

堤

康

雄

殿

夏
海
小
学
校
に

一
、
石
碑
(
栄
光
の
碑
)

墓
京
都
中
央
区
日
本
橋

1ju--s

カ
ネ
ツ
商
事
納
会
長
清
水
正
紀
殿

第
一
中
学
校
体
育
振
興
に

一
、
金
2
万
円
也

大
洗
さ
っ
き
向
好
会

鈴
木
利
裁
殿

福
祉
事
業
に

えいだだいだ内器を他に漏らしたり

統計以外の目的に使用することは、

法律で自<禁じられています。ご安

仙のうえ¥ありのままをご記入くだ

さい。調査察は後目、調査員ガ集め

にうかガいます。外出ガちな万は霊友

!こいらっしゃる日をあ伍えくださ

い。皆さんのご協力をお願いいたし

ます。

暮らしのさまざまな分野で生かされ

ていきます。

赤ちゃんからお年寄りまで¥日本

に住んでいるすべての方ガ調査の対

象となります。 9月下旬に、世帯ご

と|こ謂資票を配布します。ヌコパート

などに守人暮らしの方、下宿してい

る方は¥未成年でも学生でも¥世帯

主としてご記入<定さい。

調査察にある費問は22頭目。お答

10同 T目、全国一斉に国勢調査ガ

行われます。-

この調査は¥大正九年から5年ご

とに行われ、何回目に当たる今回

は¥特に21世帯己の日本を考える基礎

づくりという重要な意味ガありま

す。

調査結果は¥国や都道府県・市区

町村が¥これからの行政を考えてい

く大切な資料となり¥わだしだちの
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大
瀧
関
職
醐
興

鰯
開
購
試
験
の
君
襲
関

平
成
2
年
度
の
大
洗
町
職
員
採
用
試

験
(
事
務
職
員
)
を
次
に
よ
り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
受
験
資
格

ω大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
者

ω昭
和
釘
年
4
月
2
5
1
錦
年
4
月

-
B
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高

校
を
卒
業
見
込
の
者

ω昭
和
川
町
年
4
月
2
5
1
必
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
短

大
を
卒
業
見
込
の
者

凶
昭
和
位
年
4
月
2
日
j
M
H
年
4
月

-
Bま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大

学
を
卒
業
見
込
の
者

。
採
用
予
定
人
員
若
子
名

O
試
験
日
及
び
試
験
場

日
時
平
成
2
年
9
月
初
日
(
日
)

場
所
茨
城
大
学

(
水
一
戸
市
文
京
2
の
1
)

O
受
付
期
間

役
場
総
務
課
に
受
験
申
込
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
記
入
の
う
え
、

8
月
初
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
詳
し
く
は
、
役
場
総

務
課
総
務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮
町
!
5
1
1
1
(
内
線
出
)

金
鱗
式
記
傘
表
彰
の
お
知
ら
せ

ー
昭
和
市
年
に
結
婚
さ
れ
た
方
は
、
お
申
し
出
下
さ
い

l

(
水
)
ま
で
。

O
そ
の
他
・
:
申
請
書
用
紙
は
、
役
場

厚
生
課
、
町
民
生
委
員
、
高
年
者

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

p
栗
東
フ
ィ
um
八
i
モ一一
i

変
響
楽
盟
公
濃
の
お
知
も
せ
月

N
H
K
水
戸
放
送
局
の
主
催
に
よ
り

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

F
M
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
入
場
ご
希
望
の
方
は
お

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

0
日

時

平

成

2
年
9
月
日
日
(
日
)

開
場
午
後
3
持
・
開
演
午
後
4
時

終
演
午
後
6
時
予
定

O
会
場
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

宮

伺

$
1
1
2
4
4
2

0
入
場
料
無
料
(
整
理
券
発
行
)

O
践

自

ビ

パ

ル

デ

ィ

l
「
四
季
」

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
運
命
」

O
申
込
み
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し

8
月
引
日

(
当
日
消
印
有
効
)
ま
で
に
お
申
込

み
下
さ
い
。

(
1
人
1
枚
)
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
乳

幼
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

平成2年8月5日

指捧者

十 東尚宏

O
申
込
み
先
一
γ
叩
・
水
戸
市
大
前
3

1
4
l
4
・
N
H
K
水
一
戸
放
送
局

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

O
問
い
合
わ
せ
先

N
H
K
水
一
戸
放
送

局
(
官
四
9
8
1
0
)
ま
た
は
、

大
洗
町
中
央
公
民
館
(
宮
侃

2
4

4
2
)
 

ノてイオリン

加 藤 知 子

『
健
藤
議
つ
り
』
の
作
簡
を
募
集
wwh

大
洗
町
で
は
、
町
民
の
健
康
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
来
た
る
叩
月
比
日

に
「
第
1
回
大
洗
町
健
康
ま
つ
り
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
次
に

よ
り
写
真
作
品
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
多
数
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〔
健
康
写
真
の
部
〕

O
題
材
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
・

子
供
と
遊
び
(
遊
び
ゃ
ス
ポ
ー

ツ
)
・
元
気
で
働
く
父
さ
ん
母
さ

ん
・
元
気
は
つ
ら
つ
じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん

O
写
真
サ
イ
ズ

4
ツ
切
サ
イ
ズ
以
上

O
賞
品
金
、
銀
、
錦
貨
を
き
め

記
念
品
を
贈
る
と
共
に
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

~
〔
そ
っ
く
り
親
子
写
真
の
部
〕

O
題
材
そ
っ
く
り
親
子
(
組
み

写
真
も
可
)

O
写
真
サ
イ
ズ
、
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

0
4賞
品
そ
っ
く
り
大
賞
を
き
め

記
念
品
を
贈
る
と
共
に
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

。
募
集
期
間
8
月
1
9
月
末
日

。
提
出
場
所
大
洗
町
役
場
(
保
健
諜

ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
)

。
写
真
展
示
健
康
ま
つ
り
会
場

。
作
品
の
返
却
健
康
ま
つ
り
終
了
後
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
記
念
品
と
共
に

時
聞
か
変
璽

犬
@
猫
の
引
取
h
ツ

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
が
毎
週

実
施
し
て
お
り
ま
す
犬
・
猫
の
引
取
り

持
間
帯
が
8
月
1
日
か
ら
次
の
通
り
変

更
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

O
引
取
り
問
曜
日
及
び
時
間

毎
選
月
曜
日

午
前
日
時
日
分
1
正
午
(
5
分
間
)

O
引
取
り
場
所

大
洗
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
車
庫
前

※
8
月
日
日
(
月
)
は
、
盆
期
間
の
た
め
、

引
取
り
作
業
は
休
み
で
す
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

役
場
厚
生
課
生
活
環
境
係

宮

町
1
5
1
1
1
(
内
線
的
)

会大洗文化センター行事予定表 (8/5"""9/4)
(H .2.7.12現在)

1{量

水戸地区交通安全協会主催大会議室運転免許更新時言葉努会9 : 00 8月17日ω
茨城県教育庁指導課主催

立正f交正会茨城教会群主催

当
町
で
は
、

A
7
年
度
よ
り
新
し
い
事
業
と
し
て
、
本
年
中
に
め
で
た
く
金
婚

式
(
結
婚
印
周
年
)
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
る
ご
夫
妻
に
対
し
て
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
町
敬
老
会
の
席
上
で
記
念
表
彰
を
行
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事
項
に
ご
留
意
の
う
、
ぇ
申
請
し
て
下
さ
い
。

O
対
象
基
準
町
内
に
居
住
し
、
平
成

2
年
1
月
1
5
か
ら
平
成
2
年
ロ

月
抗
日
ま
で
の
問
に
金
婚
式
(
結

婚
田
沼
年
)
を
迎
、
え
る
ご
夫
妻
(
戸

籍
上
婚
姻
関
係
の
あ
る
場
合
に
限

り
ま
す
。
)

O
申
込
方
法
申
請
書
に
よ
る
届
出
と

し
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
本
人
及

ぴ
代
理
者
、
町
民
生
委
員
、
高
年

者
単
佼
ク
ラ
ブ
会
長
。

O
提
出
先
:
・
役
場
厚
生
課
福
祉
係

(
宮
町
!
5
1
1
1
・
内
線
日
)

O
提
出
期
限
:
・
平
成

2
年
8
月
日
日

玄潟イ濯場所名事催言語始時間開催日

茨城県教育庁指導課主催

ノレ

大会議室
中会議室主

ホール

ホ10年次教員研修(第 2期)

鼓笛フェスティパル

10年次教員研修(第 2期)

10 : 00 

10: 00 

11 : 00 

8月23B肘

8月24日幽

9月2日(日)

返
却
し
ま
す
。

※
作
品
の
裏
側
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
下
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
大
洗
町
役
場
保
健

衛
生
係
宮
町
1
5
1
1
1
(
内
線
必
)

保健センター

だより

新町 9区
だいすけ

関根大輔くん
( 1歳 2ヶ月)

尭す

象

官
申

業

名

受
付
時
間

名

ー
昨
吋
∞
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

9
時
初
分

日
時
鈎
分

一
般
診
査
・
相
談

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

歳
六
ヵ
月
児
健
診

一
歳
六
ヵ
月
の
誕
生
に
透
し
た
者

母
性
及
ぴ
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

子

母

本目

談

一
般
診
査
及
び
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
に
つ
い
て

※主な催しのみです。詳しくは文化センタ-ft66-2442へお問合せ下さい。

〈
検
査
内
容
〉

一
般
診
査
(
叩
歳
以
上
)

血
圧
測
定
、
尿
検
査
(
糖
、
蛋
白
、

潜
血
)
、
血
液
検
査
(
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
肝
機
能
)

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
(
同
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

な
お
、
こ
れ
ら
の
検
診
に
よ
り
、
結

核
、
肺
が
ん
、
心
臓
病
、
肝
綴
病
等
の

早
期
発
見
が
出
来
ま
す
。

車車

表

，、、
自

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 
月(月 (月 (月 (月 (月 (月 (月 (月 (月 (月

ぎ14さ13 き12 さ11 E10 き7 さ6 さ5 さ4 E3 日日 日 日 臼 日 日 日 日 日 日

主大 在松 祝 五東 丸 在大 l主新 在堀 注氷 韮道 大 大 在遂 韮大 在角 在神 在夏 主松

五洗 血ケ
町

血光 { 万之 五洗 血 血翻l血 産桟 洗 胤下 臣賞 血 血山

血圧康血有梅上

血川
会E王町 E民丘 EE、ム口

水
E王町 ~町

圧成、ム集Z三

E王国7
尿、神 洗 観 匹議、会薬

庄一 E真集 E宅集
尿保

)!j(t主集 民地 尿{呆 尿 尿 尿、集 房ご葉 E宅落 民落
一健

品墾をν 宅所集会
島長与て前区古

産 血健

血滋検?会銘4 

山?寺液L本所前氷町

血液会A 

血前 ，~R 
光

動書f会与ト舟( 渡青勃

血
血検査液主A主

検E吾す語骨セノタl 旬

車セ
震査七/ 4t 前 液セ

検査液をし( 長ヰ馨三与
ホ 液会

葉変をし集ム去
検査ン

検?館 ア
査検 主ン

tタ 所 明 tタ 構 t所 EF丹 tタ場

1OL Hリ
+申
見。目リ すま。前 すま。品日j 

セキ官iヱ官込ミ /レ
すま。前 すま。前 すま。前所 す。前すま。前

前
町

内 前

午後午前 午後 午前 午後
午

午後 午前
午 午

午後 午前 午後 午前 後午午前 午後 午前 午後 午前前 後 前
時119 1 9 1 1 9 1 9 1 9 1 9 1 1 9 119 1 9 l 9 

15130 15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 151 30 15130 15 30 15 30 
i 1 i i 1 i i 1 i 
3111 3 111 3 11 3 11 3 11 3 11 31 11 3111 3 11 3 11 間. . 
30130 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30130 30 30 30 30 

※
な
お
、
実
施
要
項
等
詳
織
に
つ
い
て
は
、
後
日
配
布
す
る
個
人
通
知
を
‘
一
覧
下
き
い
。

「
機
能
田
窪
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
8
月
刊
日
樹

0
8
月
日
目
附

0
8
月
日
日
樹

0
8
月
幻
自
制

0
8
月
U
A
臼
樹

0
8
丹
羽
目
閃

0
8
月
目
白
樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
8
月
7
日
制
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

喜
三
喜
妾
喜
善
善
幸
言
宗
思
票
芸
芸
話
芸
奪
茎
答
芸
妄
喜
霊
信
吾
一
塁
一
室
一

Ih 護軍
書φ 奇襲
キザ騒
省oど
突櫨
敵

肥
満
は
食
べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど

に
よ
っ
て
体
内
に
必
要
以
上
の
脂
肪
を

貯
蔵
し
て
い
る
状
態
で
す
。

ま
た
、
両
親
が
太
っ
て
い
る
と
、
そ

の
子
ど
も
の
約
半
数
が
肥
満
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
遺
倍
と
い

う
よ
り
も
親
の
食
習
慣
や
噌
好
が
子
ど

も
に
強
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
太
り
す
ぎ
る
と
内
臓
に
負
担

が
か
か
り
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
肝
臓

病
、
糖
尿
病
、
痛
風
、
股
石
症
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
成
人
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

私
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
栄
養

素
は
脂
質
(
肉
・
バ
タ
ー
な
ど
て
糖

質
(
ご
は
ん
・
砂
糖
な
ど
て
た
ん
ぱ

く
質
(
魚
・
大
豆
・
卵
な
ど
)
で
す
。

こ
の
中
で
も
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高

い
の
は
脂
質
で
す
。
し
か
し
食
品
の

脂
肪
だ
け
に
気
を
と
ら
れ
、
そ
の
他
の

栄
養
素
(
特
に
糖
質
)
を
と
り
す
ぎ
た

の
で
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
肥
満
予

防
の
基
本
は
、
「
食
事
と
運
動
」
で
い
つ

も
適
正
体
重
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
み
9
1


